
【表紙について】

場所：伊都キャンパス　イースト1・2号館

「イースト1・2号館」は、人文社会科学系の6研究院、6学府、5学

部が入るイーストゾーンの主要施設です。

建物の外観は、博多織・五色献上になぞらえた色彩計画が施されて

います。

また、1号館の9階には歴史的環境と共生するキャンパスを形成する

ため、かつての高さ・位置に「石ヶ原古墳跡展望展示室」が設置さ

れ、石ヶ原古墳のほか、伊都地区全体の遺跡紹介を行っています。 

　「KYUSHU UNIVERSITY FACT BOOK 2024」をお届けいたします。九州大学の FACTBOOK は、
本学インスティテューショナル・リサーチ室（IR 室）が中心となって 2017 年より毎年発行されていま
す。本編をご覧いただければわかるように、この蓄積により経年変化を示せているデータが数多くあ
ります。これらのデータにより、本学のこれまでを読み取りつつ、さらに未来の推測も可能になります。
各種ランキング、各分野の研究活動の状況、産学連携状況、学生の状況、財務状況など、多岐にわた
る調査項目を是非ご覧いただければ幸いです。これらを通して、本学の強みや改善すべき点がご理解
いただけると思います。
　FACT BOOK は学外の皆様および学内構成員のために発行されております。本学の様々な活動は学
外ステークホルダーの皆様に支えられております。本誌をご覧になられ、本学の活動状況をご理解い
ただき、今後も引き続きご支援いただければと存じます。加えて、改善すべき点などもご指摘・ご指
導いただければ幸いです。学内構成員においても、本誌を「KYUSHU UNIVERSITY VISION 2030」
の実現に向けた改革・改善方針の検討に活用ください。ここに列挙された客観的データに基づいて決
定された方針であれば、妥当性を理解しやすく、円滑な合意形成にもつながります。
　FACTBOOK は、この PDF 版に加えて、利用者が必要な情報だけを選択・表示・比較できる
Interactive 版も公開しています。IR 室 Web サイト（https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/）にてご覧ください。
また、本学の指定国⽴大学法人構想と第 4 期中期目標・中期計画で掲げた成果指標（KPI）の達成状況
を可視化すべく発行してきた「KPI ダイジェスト版」を、この度「KYUSHU UNIVERSITY VISION 
2030 Progress Report」に刷新しました。こちらも是非ご活用ください。
　IR 室では、この FACTBOOK に限らず、学内に散在する各種データの集積を日々行っています。今
後 IR 室がなすべき評価と改革・改善支援の機能を充実させるためにも、引き続きご指導とご協力を賜
りますよう、お願い申し上げます。

令和 7 年 3 月　IR 室長

IIRR  室室⻑⻑メメッッセセーージジ

「KYUSHU UNIVERSITY FACT BOOK 2024」をお届けいたします。九州⼤学の FACT BOOK
は、本学インスティテューショナル・リサーチ室（IR 室）が中⼼となって 2017 年より毎年発⾏され
ています。本編をご覧いただければわかるように、この蓄積により経年変化を⽰せているデ ータが数
多くあります。これらのデータにより、本学のこれまでを読み取りつつ、さらに未来の推測も可能に
なります。各種ランキング、各分野の研究活動の状況、産学連携状況、学⽣の状況、財務状況など、
多岐にわたる調査項⽬を是⾮ご覧いただければ幸いです。これらを通して、本学の強みや改善すべき
点がご理解いただけると思います。

FACT BOOK は学外の皆様および学内構成員のために発⾏されております。本学の様々な活動は
学外ステークホルダーの皆様に⽀えられております。本誌をご覧になられ、本学の活動状況をご理解
いただき、今後も引き続きご⽀援いただければと存じます。加えて、改善すべき点などもご指摘・ご
指導いただければ幸いです。学内構成員においても、本誌を「KYUSHU UNIVERSITY VISION 2030」
の実現に向けた改⾰・改善⽅針の検討に活⽤ください。ここに列挙された客観的データに基づいて決
定された⽅針であれば、妥当性を理解しやすく、円滑な合意形成にもつながります。

FACT BOOK は、この PDF 版に加えて、利⽤者が必要な情報だけを選択・表⽰・⽐較できる
Interactive 版も公開しています。IR 室 Web サイト（https://www3.ir.kyushu-u.ac.jp/）にてご覧くだ
さい。また、本学の指定国⽴⼤学法⼈構想と第 4 期中期⽬標・中期計画で掲げた成果指標（KPI）の
達成状況を可視化すべく発⾏してきた「KPI ダイジェスト版」を、この度「KYUSHU UNIVERSITY 
VISION 2030 Progress Report」に刷新しました。こちらも是⾮ご活⽤ください。

IR 室では、この FACT BOOK に限らず、学内に散在する各種データの集積を⽇々⾏っています。
今後 IR 室がなすべき評価と改⾰・改善⽀援の機能を充実させるためにも、引き続きご指導とご協⼒
を賜りますよう、お願い申し上げます。
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